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日本軍政と東南アジアの美術

後小路　雅　弘



四
九

日
本
軍
政
と
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術

後
小
路　

雅　

弘

一
．
は
じ
め
に

　

是
ニ
於
イ
テ
朕
ハ
帝
国
ノ
自
存
自
衛
ト
東
亜
永
遠
ノ
平
和
確
立
ト
ノ
為
遂
ニ
米
英
両
国
ニ
対
シ
戦
ヲ
宣
ス
ル
ニ
決
セ
リ
【
陸

海
軍
大
臣
に
与
え
ら
れ
た
「
勅
語
」　

陸
海
軍
省
一
二
月
八
日
午
後
三
時
同
時
発
表
】（『
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
六
年
一
二
月
九
日
）

　

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
一
二
月
八
日
、
日
本
軍
は
米
英
両
国
に
宣
戦
を
布
告
し
、
マ
レ
ー
半
島
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
各
地

（「
東
南
ア
ジ
ア
」
は
戦
後
の
呼
称
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
人
は
こ
の
地
域
を
、
太
平
洋
諸
島
も
含
め
、「
南
方
」
あ
る
い
は
「
南
洋
」

と
呼
ん
で
い
た
）
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
日
本
軍
は
、
当
時
ほ
と
ん
ど
が
欧
米
列
強
の
植
民
地
で
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
都
市
を

短
期
間
の
内
に
攻
略
、
翌
年
五
月
一
日
の
ビ
ル
マ
、
マ
ン
ダ
レ
ー
占
領
を
も
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
を
そ
の
支
配
下
、
勢
力

下
に
置
い
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
日
本
政
府
と
大
本
営
は
、
東
南
ア
ジ
ア
占
領
後
の
方
針
を
す
で
に
定
め
て
い
た
が
【
南
方
占
領
地

行
政
実
施
要
領
】（注
１
）、
そ
の
内
容
は
「
占
領
地
ニ
対
シ
テ
ハ
差
当
リ
軍
政
ヲ
実
施
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
治
安
ノ
恢
復
、
重
要
国

防
資
源
ノ
急
速
獲
得
及
作
戦
軍
ノ
自
活
確
保
」
を
軍
政
の
目
標
に
掲
げ
、
戦
争
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

各
地
を
占
領
し
た
日
本
軍
は
、
地
域
ご
と
に
軍
政
を
敷
い
て
統
治
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
具
体
的
に
は
、
陸
軍
第
一
四
軍
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
担
当
し
、
第
一
五
軍
が
ビ
ル
マ
を
、
第
一
六
軍
が
ジ
ャ
ワ
を
、
第
二
五
軍
が
マ
レ
ー
・
ス
マ
ト
ラ
を
、
そ
し
て
セ
レ



五
〇

ベ
ス
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
そ
の
他
の
海
域
を
海
軍
が
担
当
し
た
（
注
２
）。

　

軍
政
は
「
皇
国
を
核
心
」
と
す
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
」
を
進
め
、「
大
東
亜
の
新
秩
序
を
建
設
」
す
る
目
的
を
実
現
し
よ

う
と
し
て
、
日
本
軍
が
「
自
存
自
衛
の
基
礎
を
確
立
す
る
為
南
方
進
出
の
歩
を
進
め
」、「
治
安
の
維
持
」「
資
源
の
獲
得
」「
軍
隊
の

自
活
」
を
三
大
目
標
と
し
、
占
領
地
の
住
民
の
協
力
を
得
、
住
民
を
人
的
資
源
と
し
て
動
員
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
、
文
化
面
で
の
施
策
が
「
民
衆
宣
撫
」
あ
る
い
は
「
宣
撫
工
作
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
目
的
の
情
報
宣
伝
活
動
と
し

て
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
戦
争
が
、
武
力
に
よ
る
戦
い
で
あ
る
と
同
時
に
、
思
想
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
倉
沢
愛
子
が
明
確
に
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
注
３
）。
開
戦
直
前
に
大
本
営
陸
軍
部
が
作
成
し
た
『
対
南
方
思
想
戦
ノ
参
考
』
に
よ
れ
ば（
注
４
）、
開
戦
当
初
は
武

力
戦
と
思
想
戦
が
重
要
な
二
本
柱
で
あ
り
、
思
想
戦
は
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
一
体
系
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
思
想
戦
に
お
い

て
は
「
八
紘
一
宇
萬
邦
得
處
ノ
大
御
心
ヲ
敵
軍
隊
及
作
戦
地
住
民
ノ
心
中
ニ
透
徹
セ
シ
メ
彼
等
ヲ
シ
テ
心
底
ヨ
リ
之
ニ
帰
依
信
順
セ

シ
ム
ル
ヲ
主
眼
」
と
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
戦
争
は
「
原
住
民
」
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
敵
は
あ

く
ま
で
「
東
洋
ノ
平
和
ヲ
攪
乱
シ
テ
余
ス
ト
コ
ロ
ナ
キ
英
、
米
金
権
勢
力
」
で
あ
り
、「
無
辜
ノ
土
人
ヲ
英
、
米
ノ
悪
鬼
ヨ
リ
速
ニ

我
ガ
傘
下
ニ
収
メ
且
ツ
彼
等
ニ
対
シ
我
ガ
抱
ク
「
ま
ご
こ
ろ
」
ヲ
遺
憾
ナ
ク
透
徹
セ
シ
メ
速
ニ
皇
徳
ニ
霑う

る
おハ

シ
ム
ル
」
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
の
戦
争
に
お
け
る
思
想
戦
の
重
要
な
価
値
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
「
対
敵
宣
伝
、
対
占
領
地
宣
撫
等
ノ

施
行
ニ
於
イ
テ
各
種
萬
般
ノ
手
段
ヲ
尽
シ
テ
余
ス
ト
コ
ロ
ナ
ク
民
心
把
握
ノ
完
璧
ヲ
期
シ
テ
以
テ
戦
争
目
的
ノ
完
遂
ニ
寄
与
セ
ザ
ル

ベ
カ
ラ
ズ
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
占
領
地
に
お
け
る
、
文
化
関
係
の
施
策
、
美
術
に
関
わ
る
施
策
は
、
基
本
的
に
こ
の
よ
う
な
思
想

戦
の
意
義
と
目
的
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
開
戦
に
先
立
っ
て
「
南
方
占
領
地
行
政
実
施
要
領
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
続
い
て
定
め

ら
れ
た
「
南
方
作
戦
ニ
伴
フ
占
領
地
統
治
要
綱
」（
注
５
）

に
は
、
こ
の
宣
伝
活
動
が
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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五
一

　

原
住
民
族
ニ
対
シ
テ
ハ
先
ツ
皇
軍
ニ
対
ス
ル
信
倚
観
念
ヲ
助
長
セ
シ
ム
ル
ニ
努
メ
逐
次
東
亜
解
放
ノ
真
義
ヲ
徹
底
シ
我
作
戦

施
策
ニ
協
力
セ
シ
メ
資
源
ノ
確
保
敵
性
白
人
勢
力
ノ
駆
逐
等
ニ
利
用
ヲ
考
慮
ス

　

す
な
わ
ち
、
宣
伝
活
動
は
、「
現
地
住
民
に
対
し
て
、
ま
ず
日
本
軍
へ
の
信
じ
頼
る
気
持
ち
を
助
長
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
、
次
第

に
東
ア
ジ
ア
解
放
と
い
う
真
の
意
義
を
徹
底
さ
せ
、
わ
れ
わ
れ
の
作
戦
や
施
策
に
協
力
さ
せ
て
、
資
源
の
確
保
や
敵
性
白
人
勢
力
の

駆
逐
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
」
も
の
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
は
あ
く
ま
で
戦
争
を
遂
行

す
る
間
に
国
防
資
源
を
取
得
し
占
領
軍
が
現
地
で
自
活
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
「
民
生
ニ
及
ホ
ス
ヘ
キ
重
圧
ハ
最
大
限
度
ニ
之
ヲ

忍
ハ
シ
メ
宣
撫
上
ノ
要
求
ハ
右
目
的
ニ
反
セ
サ
ル
限
度
ニ
止
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
、
あ
く
ま
で
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
釘
を
さ
す

こ
と
を
忘
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
「
宣
撫
工
作
」
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
美
術
活
動
を
促
進
し
た
面
も
あ
れ
ば
、
逆
に
そ
の
活
動
を
決
定
的
に
阻
害
し

た
地
域
も
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
の
後
の
美
術
活
動
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
そ
う
し
た
日
本
軍
政
あ
る
い
は
日
本
軍

に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
占
領
の
近
代
美
術
史
に
関
わ
る
影
響
と
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

　

占
領
地
は
地
域
に
よ
っ
て
状
況
も
異
な
り
、
軍
政
を
司
る
軍
隊
に
よ
っ
て
方
針
も
一
様
で
は
な
く
、
占
領
地
の
施
策
や
役
割
に
つ

い
て
一
律
に
述
べ
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
な
お
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
ビ
ル
マ
（
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
三
年

（
昭
和
一
八
年
）
に
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
内
で
の
形
式
的
な
独
立
が
認
め
ら
れ
、
軍
政
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
（
当
時
の
こ
と
ば
で
「
仏
印
」、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
は
、
宗
主
国

フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
降
伏
し
親
独
政
権
が
誕
生
し
た
た
め
、
日
本
軍
が
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
に
北
部
に
進
駐
、
さ
ら
に

翌
年
南
部
に
も
進
駐
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
二
重
支
配
と
な
り
、
名
目
上
は
日
本
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
外
国
で
あ
っ
た
が
、
事

実
上
日
本
の
勢
力
圏
に
入
っ
た
。
ま
た
、
タ
イ
は
一
貫
し
て
独
立
を
守
り
通
し
た
も
の
の
、
日
本
軍
が
駐
留
し
て
そ
の
勢
力
下
に
あ



五
二

り
、
米
英
に
対
し
宣
戦
を
布
告
し
、
枢
軸
国
側
の
一
員
と
な
っ
た
。（
戦
後
、
タ
イ
は
、
米
英
に
対
す
る
宣
戦
布
告
を
、
日
本
軍
に

よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
無
効
を
主
張
し
、
認
め
ら
れ
た
。）

　

な
お
、
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
に
隣
接
す
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
（
現
在
の
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
）
は
、
旧
ド
イ
ツ
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
あ
っ
た
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
ド
イ
ツ
敗
戦
後
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
っ

て
、
す
で
に
日
本
の
委
任
統
治
領
南
洋
群
島
と
な
っ
て
い
て
、
敗
戦
ま
で
日
本
が
南
洋
庁
を
設
置
し
て
統
治
し
た
。
当
時
、「
南
洋
」

は
、
狭
義
に
は
、
こ
の
委
任
統
治
領
南
洋
群
島
を
指
し
た
が
、
こ
の
地
域
を
「
裏
南
洋
」
と
呼
び
、
東
南
ア
ジ
ア
の
「
表
南
洋
」
と

区
別
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

二
．
日
本
軍
侵
攻
以
前
の
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術

　

さ
て
、
日
本
軍
侵
攻
以
前
の
東
南
ア
ジ
ア
は
、
タ
イ
を
除
い
て
は
欧
米
列
強
の
植
民
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
美
術
状
況
を
簡
単
に

振
り
返
っ
て
お
く
と
、
一
九
世
紀
に
は
、
近
代
美
術
の
黎
明
に
繋
が
る
動
き
が
見
ら
れ
始
め
る
。
ジ
ャ
ワ
の
貴
族
で
あ
る
ラ
デ
ン
・

サ
レ
ー
が
長
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
を
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
派
と
交
流
を
持
ち
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を
描
い
た
の
は
、

そ
の
も
っ
と
も
早
い
例
で
は
あ
る
が
、
彼
は
後
継
者
の
い
な
い
孤
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
と
し
て
キ

リ
ス
ト
教
美
術
の
伝
統
を
持
つ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
一
九
世
紀
末
に
ス
ペ
イ
ン
に
留
学
し
た
植
民
地
エ
リ
ー
ト
層
の
中
か
ら
、
ホ
ア

ン
・
ル
ナ
ら
の
よ
う
に
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
サ
ロ
ン
で
受
賞
す
る
な
ど
の
活
躍
を
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
大
い

に
鼓
舞
し
た
画
家
も
現
れ
た
。
彼
ら
は
、
サ
ロ
ン
に
出
品
す
る
ロ
マ
ン
派
様
式
の
大
画
面
の
歴
史
画
か
ら
印
象
派
ス
タ
イ
ル
の
ア
ン

チ
ー
ム
な
小
品
ま
で
幅
広
く
描
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
美
術
の
近
代
へ
の
扉
を
叩
い
た
。

　

こ
う
し
た
一
九
世
紀
の
先
駆
的
な
動
き
は
、
東
南
ア
ジ
ア
近
代
美
術
史
の
中
で
は
散
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
東

南
ア
ジ
ア
で
は
、
主
に
観
光
客
を
顧
客
と
し
て
描
か
れ
る
自
然
主
義
的
な
様
式
の
理
想
化
さ
れ
た
風
景
画
が
流
行
し
て
い
た
。
オ
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五
三

ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ワ
島
で
は
、
後
に
「
ム
ー
イ
・
イ
ン
デ
ィ
（
美
し
い
東
イ
ン
ド
）」
と
呼
ば
れ
る
風
景
画
が
盛
ん
に

描
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
統
治
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ア
モ
ル
ソ
ロ
を
中
心
に
し
た
画
家
た
ち
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
熱
帯
風
景
に
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
女
性
像
を
組
合
せ
て
人
気
を
博
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
先
行
す
る
作
品
を
批
判
し
な
が

ら
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
自
覚
的
な
近
代
美
術
運
動
と
も
言
う
べ
き
先
駆
的
な
活
動
の
主
役
を
演
じ
た
の
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
オ
・
エ
ダ
デ
ス
率
い
る
「
十
三
人
の
近
代
人
た
ち
」
で
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
の
ス
ジ
ョ
ヨ
ノ
を
中
心
に
し
た

「
プ
ル
サ
ギ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
画
家
協
会
）」
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
同
じ
頃
、
マ
レ
ー
半
島
付
近
の
英
国
の
海
峡
植
民
地
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
人
美
術
研
究
会
が
張

チ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ー
チ
ー

汝
器
を
リ
ー

ダ
ー
に
活
動
を
開
始
し
、
ペ
ナ
ン
の
嚶イ

ン

嚶イ
ン

芸
術
社
も
楊ヨ

ン
・
ム
ン
セ
ン

曼
生
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
。
同
時
に
、
華
僑
の
子
弟
教
育
の
た
め
に
、

林リ
ム
・
ハ
ク
タ
イ

学
大
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
南
洋
美
術
専
科
学
校
を
設
立
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
（
仏
印
）
に
は
一
九
二
五
年
に

フ
ラ
ン
ス
流
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
た
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
学
校
が
ハ
ノ
イ
に
開
校
し
、
一
九
三
〇
年
に
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
軍
の
占
領
地
域
で
は
な
い
が
、
タ
イ
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
立
憲
君
主
制
が
敷
か
れ
、〝
お
雇
い
外
国

人
〟
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
フ
ェ
ロ
ー
チ
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
バ
ン
コ
ク
に
西
洋
式
の
美
術
学
校
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
の
美

術
界
は
、
近
代
美
術
の
胎
動
期
と
も
い
う
べ
き
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
動
き
は
互
い
に
連
動
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
が
、〝
民
族
自
決
〟
の
動
き
や
独
立
へ
の
道
を
探
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
同
時
多
発
的
に
動
き
始
め
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
動
き
始
め
た
東
南
ア
ジ
ア
の
近
代
美
術
運
動
は
、
日
本
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
日
本
の
敗
戦
後
、
独
立
を

め
ぐ
る
戦
い
と
混
乱
の
時
期
を
経
て
、
よ
う
や
く
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
な
っ
て
本
格
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
開
花
期
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
間
の
日
本
軍
政
期
あ
る
い
は
日
本
軍
占
領
期
は
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
初
頭
か
ら
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
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八
月
ま
で
で
あ
り
、
三
年
半
と
い
う
比
較
的
短
い
期
間
と
は
い
え
、
そ
の
時
間
の
長
さ
以
上
に
深
い
傷
痕
を
東
南
ア
ジ
ア
社
会
に
、

そ
し
て
美
術
史
に
残
し
て
い
る
。
こ
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
軍
政
期
の
社
会
と
美
術
活
動
に
つ
い
て
、
以
下
地
域
ご
と
に
見

て
い
き
た
い
。（
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
未
調
査
の
た
め
言
及
し
な
い
。）

三
．
日
本
軍
政
下
の
各
地
の
状
況

　（
一
）　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
「
蘭
印
」）

　

日
本
軍
の
占
領
地
に
お
い
て
軍
政
の
文
化
政
策
が
あ
る
程
度
機
能
し
た
地
域
と
し
て
、
ま
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
が
挙
げ
ら

れ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
広
大
な
海
域
に
広
が
る
多
数
の
島
々
か
ら
な
る
が
、
当
時
は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
の
東
イ
ン
ド
（
蘭
印
＝

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
）
で
あ
っ
た
が
、
日
本
軍
の
侵
攻
、
占
領
に
よ
り
、
ジ
ャ
ワ
は
陸
軍
第
一
六
軍
が
軍
政
を
敷
い
て
統
治
し
た

（
ス
マ
ト
ラ
は
、
マ
レ
ー
半
島
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
と
も
に
陸
軍
第
二
五
軍
が
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
そ
の

他
の
島
々
は
海
軍
が
統
治
し
た
）。
こ
の
地
域
で
の
文
化
政
策
を
中
心
的
に
担
っ
た
機
関
と
し
て
啓
民
文
化
指
導
所
が
あ
る
。

　

ジ
ャ
ワ
で
、
軍
政
は
一
九
四
三
年
四
月
に
、
啓
民
文
化
指
導
所
と
い
う
組
織
を
創
設
し
た
（
図
版
１
）。『
昭
和
19
年
ジ
ャ
ワ
年

鑑
』（
注
６
）

に
そ
の
設
立
の
趣
旨
を
見
る
と
、
啓
民
文
化
指
導
所
は
「
三
百
年
に
亙
る
オ
ラ
ン
ダ
植
民
政
策
に
虐
げ
ら
れ
て
来
た
ジ
ャ

ワ
五
千
万
民
衆
に
適
正
な
精
神
的
導
向
を
与
え
、
皇
国
の
精
神
的
文
化
的
雰
囲
気
を
醸
成
浸
透
せ
し
め
る
こ
と
は
大
東
亜
建
設
の
根

本
要
件
な
る
に
鑑
み
、
主
と
し
て
芸
能
文
化
の
面
か
ら
民
衆
の
啓
蒙
自
覚
を
促
す
べ
く
」
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
業
方

針
と
し
て
、「
伝
統
芸
能
の
保
護
育
成
」「
純
正
文
化
の
昂
揚
」「
日
本
文
化
の
普
及
」「
啓
蒙
宣
伝
」
な
ど
六
項
目
を
掲
げ
、
組
織
的

に
は
「
本
部
、
事
業
部
、
文
学
部
、
音
楽
部
、
美
術
部
、
演
劇
部
の
六
部
を
置
」
き
「
専
ら
原
住
民
を
職
員
と
し
日
本
人
は
指
導
委

員
と
し
て
」「
両
者
協
力
し
て
事
業
を
運
営
」
す
る
と
し
て
い
る
。

　

美
術
工
芸
部
長
は
プ
ル
サ
ギ
の
会
長
で
あ
っ
た
ア
グ
ス
・
ジ
ャ
ヤ
（
ス
ミ
ン
タ
）、
指
導
委
員
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
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の
河
野
孝
（
鷹
思
）、
独
立
美
術
協
会
の
画
家
山
本
正
、
漫
画
家
小
野
佐
世
男
ら

で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
他
、
バ
ン
ド
ン
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ス
ラ
バ
ヤ

に
支
部
を
置
い
た
（
図
版
２
）。

　

こ
の
組
織
の
美
術
領
域
で
の
重
要
な
活
動
は
、
展
覧
会
活
動
と
美
術
教
育
で
あ

る
。
展
覧
会
活
動
と
し
て
は
、
指
導
委
員
を
は
じ
め
伊
東
深
水
ら
日
本
人
美
術
家

の
作
品
展
も
随
時
開
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
ジ
ャ
ワ
の
美
術
界
に
と
っ
て

重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
開
か
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
現
地
住
民
を
対
象

に
し
た
公
募
展
の
開
催
で
あ
っ
た
。

　

公
募
展
「
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展
」
は
、
年
二
回
の
開
催
で
、
最
終
的
に
第
五
回
展

（
昭
和
二
〇
年
四
月
二
九
日
～
五
月
一
〇
日
）
ま
で
行
わ
れ
た
。
他
に
も
不
定
期

に
「
明
治
節
奉
祝
美
術
展
」（
昭
和
一
八
年
一
一
月
）（
注
７
）

や
「
大
東
亜
一
周
年
記

念
ジ
ャ
ワ
絵
画
展
」「
ジ
ャ
ワ
生
活
美
術
展
」
な
ど
の
公
募
展
が
大
規
模
に
開
催

さ
れ（
注
８
）、
い
ず
れ
も
盛
況
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
十
日
間
で
一
万
人
を
超
え

る
入
場
者
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る（
注
９
）。
学
校
か
ら
の
強
制
的
な
動
員
も

あ
り
、
当
時
の
軍
政
側
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
一

定
の
影
響
力
は
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
展
覧
会
の
ほ
か
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
で
あ

る
。
啓
民
文
化
指
導
所
に
は
、
美
術
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
二
〇
歳
未
満
の
若
者
を
実

技
試
験
で
選
抜
し
て
美
術
教
育
を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
美
術
教
育
機
関
が
存
在

１．啓民文化指導所の開所式　ジャカルタ　1943 年 
『シン・ジャワ Djawa Baroe』（1943年5月1日）
より

２．かつての啓民文化指導所バンドン支部に使われたビ
ル。現在は保険会社のビルとなっている。（筆者撮影   
1995 年）
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し
な
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
最
初
の
美
術
学
校
の
役
割
を
果
た
し
た
と
も
言
え
る
。

　

啓
民
文
化
指
導
所
バ
ン
ド
ン
支
部
長
で
あ
っ
た
画
家
バ
ル
リ
や（
注
10
）、
美
術
ク
ラ
ス
の
生
徒
で
あ
っ
た
ハ
ン
ド
リ
オ
に
よ
れ
ば（
注
11
）、

週
に
三
回
ほ
ど
集
ま
っ
て
絵
を
描
い
た
が
、
特
に
画
題
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
な
く
、
比
較
的
自
由
な
雰
囲
気
で
描
い
て
い
た

と
い
う
（
注
12
）。

　

ま
た
、
啓
民
文
化
指
導
所
と
は
別
に
、
一
九
四
三
年
三
月
に
軍
政
の
協
力
組
織
と
し
て
プ
ー
ト
ラ
（Poetra: Poesat T

enaga 

Rakyat 

民
衆
総
力
結
集
運
動
）
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
美
術
部
で
は
、
ス
ジ
ョ
ヨ
ノ
や
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
、
ク
ス
ナ
デ
ィ
ら
が
活
動
し

て
い
た
が
、
そ
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
の
進
展
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
ス
ジ
ョ
ヨ
ノ
は
、
啓
民
文

化
指
導
所
の
正
式
な
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
同
指
導
所
を
含
め
日
本
軍
政
期
を
、
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
と
比
較
し
な
が

ら
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。「
日
本
の
芸
術
家
た
ち
は
、
も
ち
ろ
ん
本
物
の
芸
術
家
で
し
た
。
彼
ら
は
、
私
た
ち
を
支
援
し
て
く

れ
ま
し
た
。
…
日
本
時
代
と
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
…
日
本
時
代
に
は
、
ま
さ
に
助
言
も
与
え
ら
れ
、
施

設
も
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
何
度
も
展
覧
会
を
開
く
た
め
の
資
金
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
本
時
代
と
比
べ
れ
ば
、

お
そ
ら
く
は
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
は
な
に
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
時
代
に
は
実
に
た
く
さ
ん
の
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
点
で
は
、
私
は
日
本
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
が
用
意
し
た
設
備
を
使
っ
て
、
私
は
若
い
画
家
た
ち
を
鍛
え
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。」（
注
13
）

彼
は
、
基
本
的
に
、
日
本
軍
に
よ
る
占
領
を
批
判
し
、
苦
し
か
っ
た
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ

と
美
術
に
限
っ
て
は
そ
の
プ
ラ
ス
面
に
も
触
れ
て
い
る
。

　（
二
）　
フ
ィ
リ
ピ
ン
（「
比
島
」）

　

ス
ペ
イ
ン
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
伝
統
を
形
成
し
、
早
く
か
ら
美
術
教
育
も
行
わ
れ
、
欧
米
へ
の
留
学
生
も
多
か
っ
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
対
立
が
、
す
で
に
先
鋭
化
し
て
い
た
が
、
日
本
軍
の
侵
攻
は
、
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そ
う
し
た
対
立
の
構
図
そ
の
も
の
を
意
味
の
な
い
も
の
に
し
た
。
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
一
月
二
日
に
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
た

日
本
軍
は
、
翌
三
日
に
軍
政
を
布
告
し
、
三
年
半
に
わ
た
る
日
本
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
当
時
「
比
島
」
と
略
さ
れ
た
）
占
領
支
配

が
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
年
の
八
月
一
〇
日
午
後
、
陸
軍
第
一
四
軍
報
道
部
長
勝
屋
福
茂
中
佐
の
肝
い
り
で
、
日
比
美
術
家
交
歓
会
が
マ
ニ
ラ
・
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
日
本
側
か
ら
向
井
潤
吉
、
猪
熊
弦
一
郎
、
火
野
葦
平
ら
美
術
家
と
作
家
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
か
ら
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
と
パ
ブ
ロ
の
ア
モ
ル
ソ
ロ
兄
弟
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
オ
・
エ
ダ
デ
ス
、
ガ
ロ
・
オ
カ
ン
ポ
ら
、
新
旧
画
派
を
合
わ
せ
て
、
三
〇
人
ほ
ど

が
参
加
し
た
。
勝
屋
中
佐
は
「
芸
術
家
は
国
家
の
建
設
者
で
あ
る
」
と
宣
言
し
、
と
も
に
「
東
亜
新
秩
序
」
の
建
設
に
邁
進
す
る

こ
と
を
訴
え
た
（
注
14
）。
向
井
潤
吉
は
、
美
術
家
協
会
の
結
成
、
公
募
展
の
実
施
、
日
比
交
換
展
の
開
催
な
ど
を
構
想
し
提
案
し
た
と

い
う
（
注
15
）。
こ
こ
か
ら
、
美
術
界
の
対
日
協
力
体
制
が
作
ら
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
を
推
進
す
べ
く
、

定
期
的
に
会
合
を
持
ち
、
展
覧
会
を
開
い
て
い
た
「
十
三
人
の
近
代
人
た
ち
」
は
活
動
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

日
本
占
領
期
に
、
も
っ
と
も
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
牽
引
者
、
ヴ
ィ
ク

ト
リ
オ
・
エ
ダ
デ
ス
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
エ
ダ
デ
ス
は
、
対
日
協
力
の
大
政
翼
賛
会
的
な
組
織
で
あ
る
カ
リ
バ
ピ
（K

A
LIBA

PI: 

K
apisanan ng Paglilingkod sa Bagong Pilipinas

新
生
比
島
奉
仕
団
）
の
主
任
芸
術
家
に
任
命
さ
れ
て
、
二
度
の
公
募
美
術

展
（N

ational A
rt Contest

） 

を
主
宰
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
軍
政
下
の
行
政
府
長
官
を
務
め
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
の
共
和
制
移
行
に
よ
っ
て
初
代
駐
日
大
使
と
な
っ
た
ホ
ル

ヘ
・
バ
ル
ガ
ス
は
、
積
極
的
に
こ
う
し
た
展
覧
会
の
受
賞
作
、
出
品
作
を
購
入
し
て
、
占
領
期
の
美
術
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形

成
し
た
。
今
日
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
バ
ル
ガ
ス
美
術
館
に
お
い
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
ガ
ス
は
、
対
日
協
力
を
装
い

な
が
ら
、
美
術
家
た
ち
を
経
済
的
に
支
援
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る（
注
16
）。
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　（
三
）　
マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
英
領
馬
来
）

　

英
領
マ
ラ
イ
（
馬
来
）
で
は
、
英
国
が
現
地
の
文
化
に
介
入
し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
西
洋
的
な
意
味
で
の
美
術
活
動

は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
は
、
英
国
の
海
峡
植
民
地
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ペ
ナ
ン
の
華
人
系
住
民
に

伝
統
的
な
書
画
や
、
わ
ず
か
に
油
絵
を
描
く
も
の
が
い
た
程
度
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
、
日
中
戦
争
を
避
け
て
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
移
住
す
る
美
術
家
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
の
帰
途
、
そ
の
ま
ま
こ
の
地
に
留
ま
る
美
術
家
が
増
加
し
、
ま
た
抗
日
活
動
の

資
金
集
め
の
た
め
、
徐
悲
鴻
や
劉
海
粟
ら
大
物
美
術
家
が
し
ば
し
ば
中
国
か
ら
南
下
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ペ
ナ
ン
を
訪
れ
て
画
会

を
開
い
て
交
流
し（
注
17
）、
こ
の
地
の
美
術
界
は
活
性
化
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
上
海
の
美
術
学
校
で
学
ん
だ
美
術
家
た
ち

を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
華
人
美
術
研
究
会
が
、
一
九
三
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
の
帰
途
に
あ
っ
た
張
汝
器
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ

た
（
図
版
３
）。
ま
た
、
一
九
三
八
年
に
は
廈
門
か
ら
林
学
大
が
招
か
れ
て
南
洋
美

術
専
科
学
校
を
開
校
、
華
僑
子
弟
の
美
術
教
育
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
こ
ろ
ペ

ナ
ン
で
は
、
楊
曼
生
が
、
郭ク

ー
・
ジ
ュ
ー
ピ
ン

若
萍
ら
と
、
嚶
嚶
芸
術
社
を
組
織
し
近
代
的
な
美
術
表

現
に
挑
ん
だ
。
こ
れ
ら
嚶
嚶
芸
術
社
と
華
人
美
術
研
究
会
、
そ
し
て
南
洋
美
術
専
科

学
校
は
、
お
互
い
に
交
流
し
な
が
ら
、
近
代
的
な
表
現
を
追
求
し
て
い
く
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
近
代
的
な
美
術
活
動
の
萌
芽
は
、
日
本
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て

無
残
に
踏
み
に
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
軍
は
、
一
九
四
二
年
二
月
に
英
国
の

海
峡
植
民
地
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
、
こ
の
地
を
「
昭
南
島
」
と
改
名

し
た
。

　

日
本
軍
は
、
い
わ
ゆ
る
「
粛
清
」
に
よ
っ
て
、
多
く
の
華
人
系
住
民
を
拘
束
、
殺

害
し
た
。
華
人
美
術
研
究
会
は
、
会
長
の
張
汝
器
、
副
会
長
の
何
光
耀
を
は
じ
め
主

３．亀島に遊ぶ華人美術研究会のメンバーたち　1937 年頃   
写真提供：楊恵民
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九

要
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、「
粛
清
」
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
嚶
嚶
芸
術
社
の
メ
ン
バ
ー
も

四
散
し
た
。
ま
た
開
校
間
も
な
い
南
洋
美
術
専
科
学
校
も
（
他
の
華
語
系
の
学
校
と

同
様
に
）
閉
校
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
軍
の
侵
攻
、
統
治
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
美
術
界
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
の
占
領
地
と
は

異
な
り
、
日
本
軍
政
は
、
こ
の
地
で
目
立
っ
た
美
術
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
わ
ず
か
に
当
時
の
資
料
か
ら
、
街
頭
で
の
ポ
ス
タ
ー
展
や
紙
芝
居
に
よ

る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（
注
18
）（
図
版
４
、５
）。

日
本
占
領
期
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
美
術
活
動
は
、
組
織
だ
っ
て
行
わ
れ
ず
、

い
わ
ば
空
白
の
時
期
に
な
っ
て
い
る
。

　（
四
）　
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
「
仏
印
」）

　

一
八
八
七
年
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
が
発
足
し
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ

オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
植
民
地
体
制
が
完
成
す
る
。
一
九
二
五
年
、

イ
ン
ド
シ
ナ
賞
受
賞
の
副
賞
と
し
て
ハ
ノ
イ
に
滞
在
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
画
家

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
タ
ル
デ
ュ
ー
が
、
ハ
ノ
イ
に
イ
ン
ド
シ
ナ
美
術
学
校
を
設
立
し
て
、

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
全
土
か
ら
生
徒
を
選
抜
し
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
本
格
的
な
美
術
教
育

を
開
始
、
こ
こ
に
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
近
代
美
術
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
美

術
学
校
か
ら
卒
業
生
が
巣
立
ち
、
日
本
軍
が
進
駐
す
る
ま
で
の
一
九
三
〇
年
代
の
十

年
間
に
は
、
油
絵
、
絹
絵
、
漆
絵
と
い
っ
た
今
日
ま
で
続
く
、
ベ
ト
ナ
ム
近
代
美
術

４．昭南紙芝居漫画製作所にて制作に励む
シンガポールの画家たち（『写真週報』
258 号　昭和 18 年 2 月 10 日）

５．移動展の情景、シンガポール（『写真週報』258 号　昭和 18
年 2 月 10 日）



六
〇

特
有
の
技
法
が
開
拓
さ
れ
、
ま
た
美
術
の
制
度
的
な
枠
組
み
が
整
え
ら
れ
、
近
代
美
術
の
基
盤
が
築
か
れ
た
時
期
に
あ
た
る
と
言
え

よ
う
。

　

一
九
三
四
年
五
月
に
は
最
初
の
職
能
的
な
芸
術
家
組
織
で
あ
る
安
南
芸
術
産
業
振
興
協
会SA

D
EA

I 

（Société annam
ite 

dʼencouragem
ent à lʼart et à lʼindustrie

） 

が
創
設
さ
れ
た
。SA
D

EA
I

は
、
一
九
三
五
年
と
翌
年
、
ハ
ノ
イ
で
サ
ロ
ン
（
公

募
コ
ン
ク
ー
ル
美
術
展
）
を
開
催
し
た
。
植
民
地
体
制
下
と
は
い
え
、
大
都
市
に
は
、
都
市
文
化
が
開
花
し
、
華
や
か
で
モ
ダ
ン
な

絵
画
が
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
多
く
描
か
れ
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
敗
北
し
、
親
独
政
権
が
樹
立
さ
れ
る
と
、
日
本
軍
は
仏
印
に
進
駐
し
、
日
仏
の
二
重

支
配
体
制
と
な
る
。
日
本
に
よ
る
施
策
と
し
て
は
、
日
本
文
化
会
館
が
サ
イ
ゴ
ン
と
ハ
ノ
イ
に
作
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
四
年
（
昭

和
一
九
年
）
に
サ
イ
ゴ
ン
の
日
本
文
化
会
館
に
着
任
し
た
彫
刻
家
建
畠
覚
造
の
回
想
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば（
注
19
）、
日
本
文
化
会
館

の
事
業
は
、
少
な
く
と
も
サ
イ
ゴ
ン
に
お
い
て
は
現
地
の
フ
ラ
ン
ス
人
社
会
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
地
の
人
び
と
に
対
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
。
一
方
ハ
ノ
イ
の
日
本
文
化
会
館
に
赴
任
し
た
画
家
関
口
俊
吾
は
、
こ
の
地
で
初
め
て
の
官
設
美
術

展
で
あ
る
（「
仏
印
の
文
展
」
と
関
口
は
書
い
て
い
る
）
第
一
回
サ
ロ
ン
・
ユ
ニ
ー
ク
１
９
４
３
が
開
か
れ
（
一
九
四
三
年
一
二
月

一
〇
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
、
ア
フ
ィ
マ
会
場
）、
空
襲
の
さ
な
か
最
初
の
二
日
間
で
二
千
人
を
超
え
る
入
場
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
報

告
し
て
い
る（
注
20
）。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、「
仏
印
」
は
タ
イ
と
と
も
に
、
名
目
上
は
日
本
に
と
っ
て
外
国
で
あ
っ
た
の
で
、
戦
時
の
日
本
が
国
際
交
流
を

行
う
こ
と
が
可
能
な
数
少
な
い
相
手
で
あ
っ
た
。
戦
前
か
ら
日
本
の
国
際
文
化
交
流
を
担
っ
て
き
た
国
際
文
化
振
興
会
が
、
日
本
の

現
代
美
術
展
の
仏
印
巡
回
（
昭
和
一
六
年
）
と
仏
印
現
代
美
術
展
の
日
本
巡
回
（
昭
和
一
八
年
）
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
協
会

の
招
聘
で
同
展
の
日
本
巡
回
に
合
わ
せ
て
三
人
の
画
家
が
一
月
半
に
わ
た
っ
て
日
本
に
滞
在
し
、
日
本
の
美
術
家
と
交
流
し
て
い
る

こ
と
は
、
す
で
に
別
に
論
じ
た（
注
21
）。
戦
前
戦
中
は
お
ろ
か
戦
後
の
今
日
に
至
る
ま
で
、
政
府
機
関
に
よ
る
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
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一

国
と
の
現
代
美
術
の
大
規
模
な
交
換
展
は
例
が
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
の
美
術
交
流
史
上
、
特
筆
す
べ
き
事
業
と
言
え
よ
う
。

　（
五
）　
タ
イ

　

日
本
が
間
接
的
な
支
配
を
行
っ
た
タ
イ
で
は
、
バ
ン
コ
ク
の
日
本
文
化
会
館
に
お
い
て
一
九
四
二
年
と
四
三
年
に
現
地
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
た
め
の
公
募
美
術
展
を
開
催
し
た
と
言
わ
れ
る
が（
注
22
）、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
を
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。

　

昭
和
前
期
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
へ
の
美
術
留
学
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
留
学
経
験
を
生
か
し
て
帰
国
後

美
術
家
と
し
て
の
足
跡
を
母
国
の
美
術
史
に
残
し
た
人
物
は
、
タ
イ
の
チ
ト
・
ブ
ア
ブ
ッ
ト
た
だ
ひ
と
り
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
中

の
東
京
美
術
学
校
で
学
ん
だ
こ
の
画
家
は
、
祖
国
に
は
な
い
四
季
の
美
し
さ
を
印
象
派
風
の
様
式
で
描
い
て
、
タ
イ
に
初
め
て
印
象

派
の
様
式
を
伝
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
帰
国
後
、
東
京
美
術
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
ポ
ー
チ
ャ
ン
美
術
学
校
を
再
建
し

た（
注
23
）。
こ
の
画
家
に
つ
い
て
も
す
で
に
別
の
機
会
に
論
じ
て
い
る（
注
24
）。

　（
六
）　
南
洋
群
島
（
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）

　

第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
参
戦
に
よ
っ
て
、
日
本
軍
は
当
時
ド
イ
ツ
領
で
あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
侵
攻
し
軍
政
を
敷
い
た
。
そ
の

後
、
こ
れ
ら
太
平
洋
に
点
在
す
る
諸
島
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
、
国
際
連
盟
の
承
認
を
経
て
、
日
本
の
委
任
統
治
領
「
南
洋
群

島
」
と
な
り
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
南
洋
庁
官
制
が
公
布
さ
れ
、
統
治
機
構
が
整
備
さ
れ
、
南
洋
興
発
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
て
開
発
を
進
め
、
沖
縄
や
朝
鮮
、
日
本
本
土
か
ら
、
現
地
住
民
の
人
口
を
越
え
る
多
く
の
移
民
が
移
り
住
ん
だ
。

　

こ
の
地
は
、
戦
前
の
日
本
人
の
南
洋
憧
憬
を
か
き
立
て
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
た
。
多
く
の
美
術
家
が
画
題
を
求
め
て

群
島
を
訪
れ
、
中
に
は
長
年
に
わ
た
っ
て
定
住
し
て
制
作
を
続
け
た
土
方
久
功
や
彼
の
地
で
美
術
家
と
な
っ
た
杉
浦
佐
助
な
ど
の
存

在
も
あ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
開
催
さ
れ
た
『
美
術
家
た
ち
の
「
南
洋
群
島
」』
展
（
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
な
ど
）
は
、
こ



六
二

う
し
た
日
本
人
美
術
家
た
ち
の
南
洋
観
を
、
美
術
作
品
を
通
し
て
探
る
労
作
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
逆
に
照
射
さ
れ
る
の
は
、
現

地
の
人
び
と
の
不
在
で
あ
っ
た
。
南
洋
群
島
で
は
、
現
地
住
民
へ
の
初
等
教
育
や
あ
る
種
の
職
業
教
育
は
行
わ
れ
た
が
、
朝
鮮
や
台

湾
の
よ
う
に
、
現
地
住
民
も
出
品
可
能
な
官
設
公
募
美
術
展
が
開
か
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
彼
ら
は
日
本
人
に
と
っ
て
他
者

で
あ
り
続
け
た
。
南
洋
群
島
に
住
ん
だ
り
、
そ
こ
を
訪
れ
て
制
作
を
行
っ
た
人
び
と
で
組
織
さ
れ
た
南
洋
美
術
協
会
も
、
展
覧
会

は
東
京
で
開
催
し
、
現
地
の
人
に
そ
の
成
果
が
還
元
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
制
作
者
と
し
て
も
享
受
者
と
し
て
も

「
美
術
」
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
。「
南
洋
」
と
い
う
名
称
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
東
京
と
い
う
中
心
か
ら
見
た

〝
南
の
海
〟
で
あ
り
、
南
洋
そ
れ
自
身
が
芸
術
活
動
の
主
体
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
．
新
聞
、
雑
誌
と
美
術
展

　

日
本
軍
が
東
南
ア
ジ
ア
に
侵
攻
、
占
領
し
て
軍
政
を
敷
い
た
後
、
軍
部
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
ま
た
新
聞
各
社
の
思
惑
も
あ
っ
て
、

日
本
の
新
聞
各
社
が
占
領
地
に
進
出
し
た
。
現
地
の
既
存
の
新
聞
社
を
接
収
す
る
な
ど
し
、
ジ
ャ
ワ
に
は
朝
日
新
聞
社
が
ジ
ャ
ワ
新

聞
社
を
設
立
し
、
邦
字
紙
『
ジ
ャ
ワ
新
聞
』
を
発
行
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
毎

日
新
聞
社
（
東
京
日
日
新
聞
社
）
が
邦
字
紙
『
マ
ニ
ラ
新
聞
』
の
他
、
英
字
紙
、

タ
ガ
ロ
グ
語
紙
、
ス
ペ
イ
ン
語
紙
を
発
行
し
、
ま
た
ダ
バ
オ
や
セ
レ
ベ
ス
で
も

新
聞
を
発
行
し
た
。
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
は
読
売
新
聞
社
が
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
マ
ラ
イ
は
同
盟
通
信
が
中
心
に
な
っ
て
、
英
字
紙Syonan T

im
es

（
後
にSyonan Shinbun

）
と
華
字
紙
『
昭
南
日
報
』
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
現
地

で
日
刊
紙
を
発
行
し
た
。

　

ま
た
、
日
刊
紙
以
外
に
も
、「
聖
戦
遂
行
」「
民
衆
宣
撫
」
の
た
め
に
様
々
な

６．『シン・ジャワ』創刊号表紙
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六
三

雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
が
発
行
し
た
日
本
語
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
混
在
す
る
グ
ラ
フ
雑
誌
『
シ
ン
・

ジ
ャ
ワD

jaw
a Baroe

』
は
、
当
時
の
水
準
と
し
て
は
豪
華
な
写
真
図
版
を
用
い
、
現
地
の
人
び
と
に
も
魅
力
的
に
映
っ
た
（
図

版
６
）。
独
立
戦
争
期
に
少
年
画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
た
ス
リ
ハ
デ
ィ
は
、
当
時
ソ
ロ
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
美
術
情

報
が
乏
し
い
中
、『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワ
』
が
一
種
の
美
術
雑
誌
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
、
筆
者
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
文
章
に
よ
る
文
化
工
作
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ご
く
一
部
の
知
識
層
で
あ
り
、
啓
民
文
化
指
導
所
は
、
映

画
や
ス
ト
リ
ー
ト
の
壁
に
描
く
漫
画
、
紙
芝
居
、
大
衆
演
劇
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
民
衆
を
「
宣
撫
」
し
よ
う
と

し
た
。

　

多
く
の
人
び
と
を
動
員
し
た
と
い
う
点
で
は
、
美
術
展
覧
会
も
無
視
で
き
な
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

　

公
募
展
「
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展
」
が
、
年
二
回
、
最
終
的
に
第
五
回
展
ま
で
行
わ
れ
、
十
日
間
で
一
万
人
を
超
え
る
入
場
者
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
。
授
賞
制
度
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
日

本
軍
に
と
っ
て
好
ま
し
い
の
か
が
示
さ
れ
た
。「
前
回
に
比
し
水
準
は
幾
分
向

上
し
た
よ
う
だ
が
」「
総
じ
て
萎
縮
し
、
色
彩
に
、
筆
致
に
南
方
民
の
持
つ
奔

放
明
快
さ
と
そ
の
中
に
潜
む
情
趣
の
失
わ
れ
て
い
る
の
が
淋
し
い
」
と
は
『
シ

ン
・
ジ
ャ
ワD

jaw
a Baroe

』（
昭
和
一
九
年
一
一
月
一
五
日
）
の
「
第
四
回

新
ジ
ャ
ワ
美
術
展
」
の
展
覧
会
評
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
「
南
方
民

の
持
つ
奔
放
明
快
さ
と
そ
の
情
趣
」
は
、
朝
鮮
美
術
展
や
台
展
／
府
展
で
求
め

ら
れ
た
「
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
＝
地
方
色
／
郷
土
色
」
と
基
本
的
に
は
同
様
の

も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
受
賞
作
を
見
て
み
る
と
、
明
治
節
奉
祝
美
術
展
（
昭

和
一
八
年
一
一
月
）
で
は
、
ス
ル
ヲ
ス
バ
ン
ド
リ
オ
が
《
真
昼
の
田
に
て
》
で

７．明治節奉祝美術展　最高指揮官賞　スルヲスバ
ンドリオ　『マヒル ノ タ ニテ』



六
四

最
高
指
揮
官
賞
を
受
賞
（
図
版
７
）。
ほ
か
に
啓
民
文
化
指
導

所
の
美
術
工
芸
部
長
ア
グ
ス
・
ジ
ャ
ヤ
が
伝
統
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

叙
事
詩
を
絵
画
化
し
た
《
戦
争
》
で
軍
政
監
賞
を
、
同
じ
く
バ

ン
ド
ン
支
部
長
の
バ
ル
リ
が
《
母
》
で
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
賞
を
、

オ
ッ
ト
ー
・
ジ
ャ
ヤ
が
《
景
色
》
で
ア
ジ
ア
ラ
ヤ
賞
を
そ
れ
ぞ

れ
獲
得
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
日
本
側
が
持
つ
「
ア
ジ
ア
ら

し
さ
」
の
期
待
に
よ
く
応
え
た
作
品
と
い
え
よ
う
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
カ
リ
バ
ピ
（
新
生
比
島
奉
仕
団
）
が
二

度
の
国
民
公
募
美
術
展
（N

ational A
rt Contest

）
を
組
織

し
た
（
図
版
８
）。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
オ
・
エ
ダ
デ
ス
は
、
カ
リ
バ
ピ
の
主
任
芸
術
家
と
し
て
、
展
覧
会
を
主
宰
し
て
い
る
。
第
一
回
展

は
国
民
的
英
雄
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
の
命
日
を
記
念
し
て
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
十
二
月
二
九
日
に
、
第
二
回
展
は
そ
の
生
誕
を

記
念
し
て
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
）
六
月
十
九
日
に
開
幕
、
マ
ニ
ラ
の
日
本
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
展
の

受
賞
者
は
、
一
等
賞
カ
ル
ロ
ス
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
『
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
』、
二
等
賞
も
同
じ
く
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
『
ア
ン
ゴ
ノ
の
祭
り
』、

三
等
賞
は
ド
ミ
ト
リ
オ
・
デ
ィ
エ
ゴ
『
収
穫
期
の
午
睡
』、
佳
作
に
も
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
『
農
家
の
つ
ま
し
い
食
事
』、
ガ
ロ
・
オ
カ

ン
ポ
『
初
め
て
の
収
穫
』、
ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
マ
ナ
ン
サ
ラ
『
田
植
え
』。
エ
ダ
デ
ス
の
近
代
美
術
運
動
の
盟
友
と
も
い
う
べ
き
カ
ル
ロ

ス
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ガ
ロ
・
オ
カ
ン
ポ
、「
十
三
人
の
近
代
人
た
ち
」
の
デ
ィ
エ
ゴ
、
マ
ナ
ン
サ
ラ
も
受
賞
し
た
。
英
字
紙
『
ト

リ
ビ
ュ
ー
ンT

he T
ribune

』（
一
九
四
四
年
六
月
二
十
七
日
）
に
は
、
そ
の
〝
身
び
い
き
〟
を
批
判
し
、
エ
ダ
デ
ス
は
審
査
員
に

加
わ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
読
者
投
稿
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
ダ
デ
ス
は
、
邦
字
紙
『
マ
ニ
ラ
新
聞
』（
一
九
四
四
年
七
月
八
日
と
九
日
）
に
「
覚
醒
期
の
比
島
美
術
」
と
題
し
、
こ
の
第
二

８．国民公募美術展　『マニラ新聞』 
1943 年 12 月 30 日
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六
五

回
美
術
展
の
展
覧
会
評
を
寄
せ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
か
つ
て
の
無
理
に
西
洋
化
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
な
く
、
農
民
の
素
朴
な
労
働

の
美
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
マ
ニ
ラ
新
聞
』（
一
九
四
四
年
一
〇
月
一
二
日
）
の

「
比
島
独
立
一
周
年
／
一
年
間
の
業
績
を
顧
み
て
・
文
化
」
と
い
う
記
事
は
、
第
二
回
展
の
新
傾
向
と
し
て
「
従
来
見
向
き
も
さ
れ

な
か
っ
た
農
民
の
生
活
が
見
直
さ
れ
始
め
た
」
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
近
代
美
術
史
を
少
し
で
も
知
っ
て

い
る
人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
言
説
に
は
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
を
指
向
し
た
エ
ダ

デ
ス
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
作
品
よ
り
は
、
か
つ
て
エ
ダ
デ
ス
自
身
が
激
し
く

批
判
し
た
「
旧
派
」
で
あ
る
ア
モ
ル
ソ
ロ
派
の
作
品
に
、
む
し
ろ
良
く
当
て

は
ま
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

五
．「
ア
ジ
ア
ら
し
さ
」
を
求
め
て

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
、
日
本
軍
政
期
以
前
に
す
で
に
制
作
発
表
さ
れ
て

い
た
、
ガ
ロ
・
オ
カ
ン
ポ
の
《
褐
色
の
聖
母
》（
一
九
三
八
年　

マ
ニ
ラ
：

サ
ン
ト
・
ト
マ
ス
大
学
美
術
館　

図
版
９
）
が
、
軍
政
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の

た
め
の
グ
ラ
フ
雑
誌
『
新
世
紀
』
の
創
刊
号
（
一
九
四
三
年
一
二
月
号
）
の

表
紙
を
飾
っ
た
。「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
、
あ
ら
た

め
て
評
価
の
光
を
浴
び
た
の
で
あ
る
（
図
版
10
）。
こ
の
作
品
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
農
村
を
背
景
に
幼
児
を
抱
い
て
立
つ
農
婦
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

ふ
た
り
の
頭
上
に
光
輪
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
の
農
婦
で
は
な
く
、
キ
リ

ス
ト
教
の
聖
母
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
画
中
に
「
イ
ア
・
オ
ラ
ナ
・
マ

９．ガロ・オカンポ《褐色の聖母》
1938 年　マニラ：サント・ト
マス大学美術館

10．『新世紀』創刊号表紙



六
六

リ
ア
」（
タ
ヒ
チ
語
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
有
名
な
絵
の
題
名
）
を
意
味
す
る
タ
ガ
ロ
グ
語
が
書
き
込
ま
れ
、
タ
ヒ
チ
の
女
性
を
聖
母
と

し
て
描
い
て
物
議
を
か
も
し
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
倣
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
批
判
に
対
し
て
、
ガ
ロ
・
オ
カ
ン
ポ

は
自
分
が
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
画
家
」
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、「
ラ
フ
ァ
エ
ロ
だ
っ
て
イ
タ
リ
ア

の
町
娘
を
モ
デ
ル
に
聖
母
を
描
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
モ
デ
ル
に
し
て
何
が
悪
い
。」
と
主
張
し
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
聖
母
像

は
、
西
洋
的
な
価
値
を
ア
ジ
ア
的
な
そ
れ
に
転
換
す
る
も
の
と
し
て
、
軍
政
に
と
っ
て
好
ま
し
く
思
え
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
聖
母
子

の
土
着
化
は
、
以
後
戦
後
に
い
た
る
ま
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
定
番
的
な
主
題
と
な
っ
て
い
く（
注
25
）。

　

バ
ル
ガ
ス
が
こ
の
時
期
に
購
入
し
た
作
品
の
中
に
は
、
ア
モ
ル
ソ
ロ
派
の
作
品
も
多
く
、
軍
政
期
に
は
ア
モ
ル
ソ
ロ
流
の
感
傷

的
で
牧
歌
的
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
俗
が
、
ア
ジ
ア
的
な
も
の
、
土
着
の
美
と
し
て
、
つ
ま
り
は
「
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
」「
地
方
色
」
と

い
う
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
作
品
の
ひ
と
つ
エ
ミ
リ
オ
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
『
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
』

（
一
九
四
二
年　

図
版
11
）
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
特
徴
的
な
飾
り
で
あ
る
パ
ロ
ル
と
呼
ば
れ
る
星
形
の
ラ
ン
タ
ン
を
掲
げ
た
家
の
中

で
、
眠
っ
て
い
る
子
ど
も
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
母
と
い
う
平
和
な
心
和
む
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
篤
く
信
仰
す
る
こ
の

国
ら
し
い
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
細
部
に
目
を
凝
ら
す
と
、
母
親

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
こ
の
国
の
歴
史
の
本
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
日
本
軍

占
領
下
に
あ
っ
て
次
世
代
に
祖
国
の
歴
史
を
託
そ
う
と
い
う
心
情
が
隠
さ
れ
て

い
る（
注
26
）。

　

一
方
、
当
の
ア
モ
ル
ソ
ロ
は
、
こ
の
時
期
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
絵
画
と
称
し
、

戦
禍
を
受
け
た
マ
ニ
ラ
の
街
を
彼
特
有
の
理
想
化
を
排
し
て
客
観
的
に
描
き
出

し
た
一
連
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ワ
で
も
、「
新
ジ
ャ
ワ
美
術
展
」
な
ど
の
官
設
公
募
美
術
展
で
受
賞
し

11．エミリオ・サンチャゴ《クリスマス・
イヴ》　1942 年
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六
七

た
の
は
、
働
く
農
民
の
よ
う
な
牧
歌
的
で
、
ジ
ャ
ワ
で
よ
く
目
に
す
る
情
景

を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
プ
ル
サ
ギ
の
会
長
で
あ
り
、
啓
民
文
化
指

導
所
の
美
術
工
芸
部
長
で
あ
っ
た
ア
グ
ス
・
ジ
ャ
ヤ
は
、
軍
政
期
に
は
農
作
業

に
汗
を
流
す
農
民
を
多
く
描
い
た
ほ
か
、
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
起
源
の
神
話
、

ジ
ャ
ワ
固
有
の
神
秘
思
想
を
描
く
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
東
洋

的
な
思
想
性
の
表
現
も
ま
た
軍
政
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

他
方
、
一
九
三
〇
年
代
の
ジ
ャ
ワ
で
画
家
と
し
て
活
動
を
始
め
、
戦
後
は
国

際
的
な
活
躍
を
し
た
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
は
、
軍
政
期
に
は
プ
ー
ト
ラ
に
属
し
て
活

動
し
て
い
た
。
一
九
四
四
年
初
め
て
の
個
展
の
た
め
に
《
彼
は
来
て
、
待
っ
て
、

去
っ
た
》（
図
版
12
）
と
い
う
、
一
枚
の
画
面
に
時
間
の
経
過
が
描
か
れ
る
哲

学
的
と
も
い
え
る
斬
新
な
作
品
を
描
い
た
。
軍
政
下
に
、
す
べ
て
が
「
聖
戦
遂
行
」
へ
と
動
員
さ
れ
る
な
か
で
、
飢
え
た
民
衆
を
リ

ア
ル
に
描
い
た
こ
の
作
品
は
問
題
と
さ
れ
、
出
品
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
個
展
自
体
が
当
局
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た（
注
27
）。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
軍
占
領
下
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
美
術
制
作
は
、
ア
ン
チ
欧
米
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
理
想
を
反

映
す
る
よ
う
な
「
ア
ジ
ア
ら
し
さ
」
が
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
求
め
る
日
本
人
自
身
が
「
真
の
ア
ジ
ア
ら
し
さ
」
と
は
何
か
に
つ

い
て
、
共
通
の
理
解
を
持
っ
て
い
た
と
は
思
え
ず
、
そ
れ
は
た
い
て
い
の
場
合
、
か
な
り
表
層
的
で
類
型
的
な
ア
ジ
ア
像
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
官
設
公
募
美
術
展
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
そ
う
し
た
「
ア
ジ
ア
ら
し
さ
」
が
求
め
ら
れ
た
の
は
、
朝
鮮
美

術
展
や
台
湾
美
術
展
と
同
じ
事
情
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
日
本
軍
政
期
の
美
術
作
品
の
現
存
例
は
希
少
で
あ
り
、
そ
の
研
究

は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
な
現
存
作
品
に
、
そ
の
困
難
な
時
代
を
生
き
た
美
術
家
た
ち
の
、
そ
う
し
た
類
型
的
な
「
ア

ジ
ア
ら
し
さ
」
を
越
え
よ
う
と
す
る
意
志
を
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
結
局
は
、
個
々
の
作
品
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ

12．アファンディ《彼は来て、待って、去った》　1944
年　ジョグジャカルタ：アファンディ美術館蔵



六
八

と
で
し
か
見
え
て
こ
な
い
も
の
だ
。

　

日
本
の
敗
戦
を
経
て
、
独
立
を
勝
ち
取
り
、
新
た
に
国
民
国
家
の
建
設
に
向
か
う
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
あ
っ
て
は
、
美
術
に
お
い

て
も
、
国
家
的
、
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
探
求
が
、
長
く
重
要
な
課
題
で
有
り
続
け
る
。
そ
こ
に
日
本
軍
政
下
の
「
ロ
ー

カ
ル
カ
ラ
ー
／
地
方
色
」
や
「
ア
ジ
ア
ら
し
さ
」
に
連
な
る
問
題
意
識
や
、
自
己
像
の
探
求
を
見
る
こ
と
も
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
日
本
軍
政
期
の
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術
活
動
を
、
二
〇
世
紀
東
南
ア
ジ
ア
美
術
史
全
体
の
文
脈
の
な
か
に
置
き
直
し
て
み
る
こ
と

が
必
要
だ
ろ
う
。

六
．
宣
撫
工
作
の
二
面
性

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
文
書
館
が
日
本
軍
政
期
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
構
成
し
た
『
ふ
た
つ
の
紅
白
旗　

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
が
語
る
日
本
占
領
時
代
』（
注
28
）

に
は
、
宣
撫
工
作
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

教
育
や
文
化
の
分
野
を
通
じ
た
日
本
の
宣
撫
工
作
は
、
政
治
の
分
野
に
負
け
ず
劣
ら
ず
重
要
だ
っ
た
。
政
治
や
権
力
の
分
野

で
の
変
更
ほ
ど
即
座
に
で
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
気
質
や
思
考
方
法
を
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
思
考
形
態
に

変
え
る
よ
う
に
策
を
練
っ
た
。
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
、
日
本
は
、
青
年
層
や
知
識
人
、
そ
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
芸
術
家

な
ど
に
積
極
的
に
接
近
し
た
。
彼
ら
が
や
が
て
社
会
の
広
い
範
囲
に
散
っ
て
い
っ
て
、
い
つ
で
も
戦
争
に
必
要
な
大
衆
を
動
員

で
き
る
よ
う
な
先
兵
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、
日
本
は
期
待
し
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
、
戦
争
遂
行
の
た
め
に
人
心
を
掌
握
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
そ
の
手
段
と
し
て
の
宣
撫
工
作
の
必
要
性
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
み
な
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
の
占
領
地
全
域
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
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日
中
戦
争
の
影
響
が
大
き
く
、
文
化
や
芸
術
で
懐
柔
す
る
以
前
に
、
暴
力
的
な
厳
し
い
弾
圧
を
繰
り
広
げ
た
の
で
、
体
系
的
に
宣
撫

工
作
を
展
開
し
た
と
は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
宣
撫
工
作
も
地
域
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
り
、
あ
る
程
度
体
系
的
に
試
み
ら
れ
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
宣
撫
工
作
が
機
能
し
な
か
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
同
書
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
啓
民
文
化
指
導
所
も
、
人
的
資
源
を
戦
争
へ
動
員
し
よ
う
と
い
う
日
本
側
の
意
図
と

は
別
に
、
一
方
で
現
地
の
人
々
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
育
む
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
。

　

啓
民
文
化
指
導
所
は
、
実
際
に
は
相
反
す
る
ふ
た
つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
そ
れ
は
戦
争
に
必
要
な
日
本
の
道

具
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
反
面
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
の
利
益
の
た
め
に
非
合
法
的
に
ひ
そ
か
に
そ
れ
を
利
用
す
る
民
族
主

義
的
芸
術
家
に
と
っ
て
の
道
具
に
も
な
っ
て
い
た
の
だ
。

　

日
本
の
宣
撫
工
作
は
、
日
本
を
盟
主
と
す
る
ア
ジ
ア
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
彩
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
反
欧
米
的
な
主
張
は
、

他
方
で
現
地
の
人
た
ち
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
占
領
地
域
に
よ
る
差
異
は
、
た
と
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
っ
た
唯
一
の
美
術
学
校
を
閉
校
さ
せ
、
他
方
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
、
啓
民
文
化
指
導
所
が
初
め
て
の
美
術
学
校
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
表
れ
た
。

　

啓
民
文
化
指
導
所
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
美
術
史
上
、
最
初
の
美
術
学
校
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

も
っ
て
日
本
軍
政
の
肯
定
的
な
側
面
と
し
、
ひ
い
て
は
日
本
の
戦
争
そ
の
も
の
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
適
切
と
は
言
え
な
い
。

「
東
亜
の
解
放
」
と
い
っ
た
よ
う
な
美
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
背
後
で
、
日
本
は
自
ら
が
盟
主
と
し
て
ア
ジ
ア
に
君
臨
す
る
「
大
東
亜

の
新
秩
序
」
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
、「
自
存
自
衛
」
の
基
礎
を
確
立
す
る
た
め
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
侵
略
、
占
領
し
た

こ
と
は
、
多
く
の
文
書
が
明
白
に
示
す
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
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注（
１
）	

南
方
占
領
地
行
政
実
施
要
領　

昭
和
一
六
年
一
一
月
二
〇
日　

大
本
営
政
府
連
絡
会
議
決
定　
『
史
料
集　

南
方
の
軍
政
』（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所

戦
史
部
編　

朝
雲
新
聞
社　

一
九
八
五
年
）
所
収

（
２
）	
占
領
地
軍
政
実
施
ニ
関
ス
ル
陸
海
軍
中
央
協
定　

昭
和
一
六
年
一
一
月
二
六
日
決
定

（
３
）	
倉
沢
愛
子
「
第
六
章　

宣
撫
工
作
」『
日
本
占
領
下
の
ジ
ャ
ワ
農
村
の
変
容
』
草
思
社　

一
九
九
二
年
六
月

（
４
）	

『
対
南
方
思
想
戦
ノ
参
考
』
は
地
域
別
に
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
筆
者
が
確
認
し
た
の
は
昭
和
一
六
年
一
〇
月
発
行
の
「
泰
国
之
部
」
と
翌

月
発
行
の
「
ビ
ル
マ
之
部
」
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
部
分
は
両
者
で
共
通
し
て
い
る

（
５
）	

昭
和
一
六
年
一
一
月
二
五
日　

大
本
営
陸
軍
部　
『
史
料
集　

南
方
の
軍
政
』（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
部
編　

朝
雲
新
聞
社　

一
九
八
五
年
）

所
収

（
６
）	

『
昭
和
19
年
ジ
ャ
ワ
年
鑑
』　

ジ
ャ
ワ
新
聞
社　

昭
和
一
九
年　
〈
復
刻
版
〉
株
式
会
社
ビ
ブ
リ
オ　

一
九
七
三
年

（
７
）	

『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワD

jaw
a Baroe

』　

ジ
ャ
ワ
新
聞
社　

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日

（
８
）	

『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワD

jaw
a Baroe

』　

ジ
ャ
ワ
新
聞
社　

昭
和
十
八
年
五
月
一
日

（
９
）	A

.D
.Pirous ̒

Saseo O
no, D

an Perkem
bangan Seni Lukis Indonesia di Jam

an Pendudukan Jepang （1942

︲1946

）

 ʼ 

“Melukis itu 
M

enulis

” Bandung: Penerbit IT
B, 2003

（
10
）	

筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
一
九
九
六
年
一
月　

バ
ル
リ
美
術
館

（
11
）	

筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
九
月
二
十
八
日　

ハ
ン
ド
リ
オ
の
ス
タ
ジ
オ

（
12
）	

『
平
成
一
六
︲
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書　

近
代
ア
ジ
ア
の
美
術
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
受
容
』　

課

題
番
号16520082

研
究
代
表
者
後
小
路
雅
弘　

平
成
一
九
年
三
月

（
13
）	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
文
書
館
編
著　
『
ふ
た
つ
の
紅
白
旗　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
語
る
日
本
占
領
時
代
』　

倉
沢
愛
子
・
北
野
正
憲
訳　

木
犀
社　

一
九
九
六
年

（
14
）	

『T
he Sunday T

ribune

』
一
九
四
二
年
八
月
一
六
日

（
15
）	

向
井
潤
吉
「
比
島
美
術
家
及
び
比
律
濱
美
術
協
会
の
こ
と
な
ど
」『
画
論
』
昭
和
一
七
年
一
二
月
号

（
16
）　	Santiago A

.Pilar ̒
T

he V
isual A

rts 

（1941

︲1945

）： O
rientalism

 and the Longer W
arʼ 

“Panahon ng H
apon: Sining sa D

igm
aan, 

D
igm

aan sa Sining （Studies on Philippine A
rt and Society, 1942

︲1945
）” Sentrong Pangkultura ng Pilipinas, 1992

（
17
）	

姚
夢
桐
『
新
加
坡
戦
前
華
人
美
術
史
論
集
』 

新
加
坡
亜
州
研
究
学
会
叢
書
５　

一
九
九
二
年

（
18
）	

『
写
真
週
報
』
二
五
八
号　

昭
和
一
八
年
二
月
一
〇
日
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（
19
）	

筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
八
日　

建
畠
覚
造
邸

（
20
）	

関
口
俊
吾
「
仏
印
の
美
術
界
」『
美
術
』
一
九
四
四
年
四
月

（
21
）	
後
小
路
雅
弘
「
昭
和
一
八
年
の
日
本
旅
行
─
ベ
ト
ナ
ム
人
画
家
ル
オ
ン
・
ス
ア
ン
・
ニ
ー
の
日
記
か
ら
─
」『
哲
学
年
報
』
第
六
九
輯　

九
州
大

学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院　

二
〇
一
〇
年

（
22
）	A

pinan Poshyananda  M
odern A

rt in T
hailand : N

ineteenth and T
w

entieth Centuries Singapore: O
xford U

niversity Press 
1992　

pp41-42

（
23
）	

筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
三
日　

チ
ト
邸

（
24
）	

拙
論
「
戦
時
下
の
留
学
生
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
九
号　

二
〇
〇
四
年

（
25
）	

後
小
路
雅
弘
「
ガ
ロ
・
Ｂ
．オ
カ
ン
ポ
《
褐
色
の
聖
母
》」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
二
一
号　

二
〇
一
〇
年

（
26
）	

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
バ
ル
ガ
ス
美
術
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
パ
ト
リ
ッ
ク
・
フ
ロ
ー
レ
ス
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
27
）	

カ
ル
テ
ィ
カ
・
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
「
父
の
思
い
出
─
画
家
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
」『
近
代
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
１
ア
フ
ァ
ン
デ
ィ
展
図
録
』　

福
岡
ア
ジ
ア
美

術
館　

一
九
九
九
年
十
一
月　

pp 44-48

（
28
）	

前
掲　

注（
13
）

資
料
１　
脚
注
関
係
原
文　

い
ず
れ
も
『
史
料
集　

南
方
の
軍
政
』
所
収　
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
部
編　

朝
雲
新
聞
社　

一
九
八
五
年
）

　

第
一　

方
針

占
領
地
ニ
対
シ
テ
ハ
差
当
リ
軍
政
ヲ
実
施
シ
治
安
ノ
恢
復
、
重
要
国
防
資
源
ノ
急
速
獲
得
及
作
戦
軍
ノ
自
活
確
保
ニ
資
ス

　
　
【
南
方
占
領
地
行
政
実
施
要
領　

昭
和
一
六
年
一
一
月
二
〇
日　

大
本
営
政
府
連
絡
会
議
決
定
】

大
東
亜
ノ
建
設
ニ
当
リ
マ
シ
テ
ハ
大
東
亜
防
衛
ノ
為
必
要
ナ
ル
事
項
ニ
関
シ
テ
帝
国
自
カ
ラ
之
ヲ
領
有
措
置
シ
其
ノ
他
ノ
地
域
及
事
項
ニ
関
シ
テ

ハ
各
民
族
ノ
伝
統
、
文
化
ニ
応
ジ
各
民
族
ヲ
シ
テ
各
々
其
ノ
本
性
ヲ
発
揮
セ
シ
メ
戦
局
ノ
進
展
ニ
伴
ヒ
夫
レ
夫
レ
適
応
ノ
処
置
ニ
出
ヅ
ル
考
テ
ア

リ
マ
ス

　
　
【
総
理
大
臣
施
政
演
説
中
対
外
処
理
方
針
ノ
件　

昭
和
一
七
年
一
月
一
五
日　

大
本
営
政
府
連
絡
会
議
決
定
】
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其
二　

行
政

八　

戦
争
遂
行
間
国
防
資
源
取
得
ト
軍
ノ
現
地
自
活
ノ
為
民
生
ニ
及
ホ
ス
ヘ
キ
重
圧
ハ
最
大
限
度
ニ
之
ヲ
忍
ハ
シ
メ
宣
撫
上
ノ
要
求
ハ
右
目
的
ニ

反
セ
サ
ル
限
度
ニ
止
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

　

其
八　

宣
伝

二
十
八　

原
住
民
族
ニ
対
シ
テ
ハ
先
ツ
皇
軍
ニ
対
ス
ル
信
倚
観
念
ヲ
助
長
セ
シ
ム
ル
ニ
努
メ
逐
次
東
亜
解
放
ノ
真
義
ヲ
徹
底
シ
我
作
戦
施
策
ニ
協

力
セ
シ
メ
資
源
ノ
確
保
敵
性
白
人
勢
力
ノ
駆
逐
等
ニ
利
用
ヲ
考
慮
ス

　
　
【
南
方
作
戦
ニ
伴
フ
占
領
地
統
治
要
綱　

昭
和
一
六
年
一
一
月
二
五
日　

大
本
営
陸
軍
部
】

資
料
２　
「
第
四
回　

新
ジ
ャ
ワ
美
術
展
」
展
覧
会
評　
（『
シ
ン
・
ジ
ャ
ワ
』）

十
一
月
三
日
か
ら
同
十
二
日
ま
で
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
錦
通
り
、
啓
民
文
化
指
導
所
分
室
で
開
催
、
出
品
点
数
七
十
六
点
。
前
回
に
比
し
て
水

準
は
幾
分
向
上
し
た
よ
う
だ
が
、
総
じ
て
萎
縮
し
、
色
彩
に
、
筆
致
に
南
方
民
の
持
つ
奔
放
明
快
さ
と
そ
の
中
に
潜
む
情
趣
の
失
は
れ
て
ゐ
る
の

が
淋
し
い
。


